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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、超低体温循環停止法を用いた胸部下行・胸腹部大動脈瘤手術を予定した連続

15症例を対象に、人工心肺装置による血液冷却と復温における運動誘発電位（MEP）の変化

と体温との関係を検討した。冷却時には、上肢・下肢のMEPの潜時と振幅は体温下降に伴い

直線的に延長し、減少した。復温時のMEPの出現は、上肢と下肢で異なり、上肢では復温早

期からMEPが出現し、振幅は25 ℃で最大（基準値の58.5%）となり、以後体温上昇に伴っ

て減少した。下肢のMEPでは、振幅は小さいままに推移した（基準値の20%未満）。潜時は、

復温とともに上下肢のMEPで短縮した。本論文の内容は、上肢と下肢のMEP振幅発現の差異

は上肢と下肢の体温回復の違いによるものであることを明らかにし、さらに急速な復温は

MEPの振幅の減少を促進し、MEPの評価を誤らせる要因の一つであることを示唆した点で、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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